










書集第33集 (Jap.Sin.33)の 76r-77Vに収録されている､慶長九年九月二十七 日付のローマ
字書き日本語書簡について報告する｡



















(2)尾原悟編 『キリシタン庫 イエズス会 日本関係文書』(南窓社1981)p.171｡
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3.翻刻と翻字






































イエズス会 ローマ文書館所蔵 慶長九年九月二十七 日付 ローマ字書簡の日本語表記
3
5,177r-178v)(1)､レオナル ド修道士の書簡 (Jap.Sin.34,178r179V)､セバステイアン木村の






































(2)結城了悟 ｢有馬のセ ミナ リヨ 一五九五一一六一四年｣『キリシタン研究』第二十一輯 (吉川弘文館1981)0









































QuiAqu6tguxxindem6su(恐憧謹しんで言す)0 Quidquidt9uXXindem6su (恐々謹 しんで言
す)0
(同上 ｢宗教家及び聖職者の書状で使ふべき礼法に就て｣訳本p.716)
なお､本資料では ｢誠恐｣をXeiqi6と表記しているが､ 『日本大文典』や 『日葡辞書』で
セイケウ
は ｢Xeiqui丘｣と表記しているO当時の日本の資料には ｢誠恐｣(易林本節用集) とふ りがな







































































本稿は平成18年度科学研究費補助金 (若手研究 (B))(課題番号 :17720102)による研究
成果の一部である｡
